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令和6年 第1回3月定例会

指定管理者の指定について

（令和６年３月６日開会～３月15日閉会）

同意2件・議案27件を審議し、同意2件・議案27件を審議し、
全て原案のとおり可決した。全て原案のとおり可決した。

令和５年度一般会計補正予算（第8号）

予算総額　87億7,002万５千円
22億億560560万万11千千円円を減額を減額

人事案件
同意第１号

同意第２号

（任期：令和6年4月1日～令和9年3月31日）

（任期：令和6年5月12日～令和9年5月11日）

各施設の指定管理者の指定について、下記のとおり可決した。

議案番号 施設名 指定管理者となる団体の名称 期　間

議案第４号 高森町交流センター
高森町商工会

� 会長　吉良�嘉人

令和6年4月1日～

令和7年3月31日
議案第5号

高森町奥阿蘇物産館
及び高森町奥阿蘇キャンプ場

㈲甲斐商店

� 代表取締役　甲斐�一郎

議案第６号 高森町奥阿蘇特産品加工場
㈲ヴルスト阿蘇

� 取締役　中村�敏治

高森町固定資産評価審査委員会委員に高森町固定資産評価審査委員会委員に
橋本 和則氏が選任されました。橋本 和則氏が選任されました。

高森町固定資産評価審査委員会委員に高森町固定資産評価審査委員会委員に
山村 俊澄氏が再任されました。山村 俊澄氏が再任されました。
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令和6年度高森町一般会計予算

対前年度比　9億2,000万円増
6767億億7,0007,000万円万円

主要事業等
国・県補助金活用事業国・県補助金活用事業

単独・その他事業単独・その他事業

「ふるさと応援基金」活用事業「ふるさと応援基金」活用事業

事業名 概要 事業費

T（たかもり）ポイント
制度構築事業

地域に人とお金を循環させるデジタル地
域通貨システムの構築・運用を展開する

事業費　6,140万円
　デジタル田園都市国家構想交付金
� 3,070万円
　ふるさと応援寄附金� 3,070万円

事業名 概要 事業費

高森総合センター等
リニューアル設計業務

高森総合センターに福祉部門を集約しワ
ンストップ化を図る

事業費　4,504万円
※公共施設等管理適正推進事業債充当

事業名 概要 事業費

移住・定住促進新築（中
古）住宅取得事業補助金

高森・南阿蘇地域からの人口流出を防ぎ、
高森町への移住定住を促進する

事業費　1,300万円

「高森町将来をになう人材育成基金」活用事業「高森町将来をになう人材育成基金」活用事業
事業名 概要 事業費

高森町次世代定住促進
奨学資金貸付制度

貸付金額の増額及び卒業後に条件を満た
した方の返還を免除する

事業費　　600万円

「未来のまちづくり事業継承基金」活用事業「未来のまちづくり事業継承基金」活用事業
事業名 概要 事業費

たかもり介護人材確保
緊急3カ年事業（1年目）

町内で働く介護支援専門員（ケアマネ）人
材確保推進独自支援

事業費　1,450万円
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令
和
６
年
３
月
定
例
会 

主
な
質
疑
応
答

�

議
案
第
８
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

想
定
外
の
事
案
に
よ
る
増
額
変

更
は
仕
方
な
い
が
、
不
落
後
の
再
入
札

の
際
に
不
要
と
し
て
削
除
し
た
内
容
が

今
回
の
増
額
分
に
お
い
て
復
活
し
て
い

る
こ
と
の
是
非
は
。

応 答応 答

［
政
策
推
進
課
長
］

今
後
発
注
が
想
定
さ
れ
る
部
分

を
事
業
予
算
内
で
追
加
計
上
し
た
。

議
案
第
９
号

ふ
る
さ
と
応
援
事
業
償
還

基
金
設
置
条
例
の
制
定

質 疑質 疑

［
後
藤
巌
議
員
］

充
当
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い

て
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
え
ば
過
去
の

事
業
で
も
一
括
償
還
等
の
繰
り
上
げ
が

可
能
か
。

応 答応 答

［
総
務
課
長
］

お
見
込
み
の
と
お
り
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

長
期
的
な
財
政
指
針
を
念
頭

に
、
目
的
に
応
じ
た
適
切
な
基
金
運
用

は
。応 答応 答

［
町
長
］

町
外
の
方
々
か
ら
の
各
寄
附
金

及
び
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
っ
て
頂
い
た
貴
重
な
財
源
の
使
い
道

は
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
の
意
向

に
沿
う
べ
き
で
あ
る
。
過
去
の
事
業
が

次
世
代
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
将

来
的
に
も
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
。

議
案
第
10
号

高
森
町
次
世
代
定
住
促
進

奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
制

定質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

「
優
秀
」
の
定
義
は
。
ま
た
償

還
免
除
規
定
の
認
定
・
決
定
者
は
。

応 答応 答

［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

次
段
階
の
教
育
機
関
で
し
っ
か

り
意
欲
を
持
っ
て
学
ぶ
姿
勢
を
優
秀
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
免
除

規
定
に
つ
い
て
は
、
当
局
に
お
け
る
厳

密
な
審
査
の
う
え
町
長
が
決
定
す
る
。

質 疑質 疑

［
後
藤
三
治
議
員
］

従
前
の
貸
付
条
例
対
象
者
へ
の

新
規
定
適
用
は
。

応 答応 答

［
教
育
委
員
会
事
務
局
長
］

対
象
者
の
意
向
を
確
認
し
適
切

に
対
応
す
る
。

応 答応 答

［
町
長
］

新
旧
規
定
対
象
者
分
け
隔
て
な

く
し
っ
か
り
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
す

る
。
地
元
へ
の
帰
郷
を
町
と
し
て
歓
迎

し
、
そ
の
思
い
を
精
一
杯
支
援
す
る
た

め
の
制
度
提
案
で
あ
り
、
償
還
免
除
は

町
が
責
任
を
も
っ
て
判
断
す
る
。

議
案
第
11
号

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

魅
力
化
推
進
基
金
設
置
条

例
の
一
部
改
正

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

高
森
高
校
の
活
性
化
に
関
し
、

町
を
挙
げ
て
推
し
進
め
る
本
町
関
係
者

の
尽
力
・
応
援
に
比
べ
高
校
関
係
者
の

行
動
が
見
え
て
こ
な
い
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

応 答応 答

［
教
育
長
］

同
様
の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は

他
に
も
お
ら
れ
、
高
校
側
の
姿
勢
が
問

わ
れ
て
い
る
。
町
教
育
委
員
会
は
高
校

側
の
率
先
し
た
行
動
を
後
押
し
す
る
立

場
で
し
か
な
い
。
特
に
普
通
科
グ
ロ
ー

カ
ル
コ
ー
ス
へ
の
進
学
率
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

熊本県立高森高等学校

4高森町議会だより ��2024.4



議
案
第
17
号

高
森
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

町
内
施
設
入
所
者
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
の
捜
索
報
酬
の
出
所

は
。
施
設
側
の
責
任
を
問
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

応 答応 答

［
総
務
課
長
］

基
本
的
に
は
町
支
出
と
な
る
。

質 疑質 疑

［
後
藤
三
治
議
員
］

災
害
と
警
戒
の
違
い
は
。訓
練
・

式
典
の
報
酬
単
価
が
安
過
ぎ
な
い
か
。

職
責
に
見
合
っ
た
単
価
の
検
討
を
。

応 答応 答

［
総
務
課
長
補
佐
］

警
戒
の
報
酬
を
据
え
置
き
。
特

別
警
戒
情
報
や
高
齢
者
等
避
難
準
備
情

報
な
ど
実
際
に
災
害
が
発
生
、
ま
た
は

そ
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合
の
緊
急

措
置
等
の
警
報
レ
ベ
ル
対
応
を
災
害
、

警
報
発
出
が
予
想
さ
れ
る
前
段
階
の
巡

回
な
ど
注
意
報
レ
ベ
ル
に
お
け
る
事
前

対
応
等
を
警
戒
と
想
定
し
区
分
し
て
い

る
。

議
案
第
24
号

令
和
６
年
度
高
森
町
一
般

会
計
予
算

質 疑質 疑

［
後
藤
巌
議
員
］

財
政
調
整
基
金
を
積
み
上
げ
た

後
の
活
用
目
的
及
び
構
想
は
。

応 答応 答

［
町
長
］

い
ざ
と
い
う
時
に
使
用
可
能
な

備
え
が
第
一
の
目
的
。
財
政
調
整
基
金

を
崩
さ
ず
と
も
各
基
金
の
活
用
に
よ
り

各
事
業
の
対
応
は
可
能
。
攻
め
の
姿
勢

に
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
的
に
は
投

資
に
よ
る
運
用
で
利
を
稼
ぐ
こ
と
も
考

え
て
い
く
べ
き
。

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

４
ｔ
ユ
ニ
ッ
ク
車
購
入
に
つ
い

て
、
町
負
担
分
を
考
慮
す
る
と
中
古
車

で
も
対
応
可
能
な
の
で
は
。

応 答応 答

［
農
林
政
策
課
長
］

中
古
車
も
検
討
し
た
が
、
補
助

率
や
納
車
時
期
を
考
慮
し
新
車
購
入
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

質 疑質 疑

［
佐
藤
武
文
議
員
］

Ｕ
Ｄ

−

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
関
連
備
品

購
入
財
源
と
し
て
集
落
支
援
員
活
動
費

を
充
て
る
こ
と
の
整
合
性
は
。

応 答応 答

［
健
康
推
進
課
長
］

特
別
交
付
税
の
範
囲
内
で
町
負

担
が
発
生
し
な
い
た
め
財
源
と
し
て
明

記
し
た
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

た
か
も
り
光
通
信
の
料
金
設
定

見
直
し
協
議
予
定
は
。

応 答応 答

［
政
策
推
進
課
長
］

現
契
約
が
満
了
と
な
る
令
和
６

年
度
中
に
契
約
更
新
内
容
を
含
め
た
協

議
予
定
。
新
規
契
約
時
に
お
け
る
引
込

工
事
が
無
料
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ー
タ

ル
で
は
他
の
通
信
料
と
比
較
す
る
と
割

安
な
の
で
は
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

商
工
費
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

解
消
事
業
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
負

担
金
と
は
。

応 答応 答

［
政
策
推
進
課
長
補
佐
］

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
解
消
事

業
と
は
、
高
森
駅
交
流
施
設
完
成
に
伴

う
駅
周
辺
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に

よ
る
認
知
度
向
上
、
賑
わ
い
創
出
、
将

来
的
な
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
解
消
を

目
指
す
取
組
み
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
負
担
金
と
は
、
観
光
推
進
機
構
の
活

動
の
一
環
と
し
て
食
を
活
用
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
負
担
金
。

質 疑質 疑

［
佐
伯
金
也
議
員
］

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
等
改
修
設

計
業
務
委
託
料
が
極
め
て
高
額
で
あ
る

根
拠
は
。

応 答応 答

［
総
務
課
長
補
佐
］

国
土
交
通
省
発
行
積
算
要
領
に

基
づ
き
委
託
料
を
算
出
し
、
施
設
使
用

上
の
安
全
を
担
保
す
る
た
め
耐
震
診
断

を
加
算
し
て
い
る
。

高森観光推進機構
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

２
月
５
日
、
６
日
に
常
任
委
員
会

研
修
を
開
催
し
、
鹿
児
島
県
さ
つ
ま

町
の
県
立
薩
摩
中
央
高
校
、
宮
崎
県

え
び
の
市
の
県
立
飯
野
高
校
を
訪
問

し
た
。
選
定
の
理
由
は
本
町
と
同
じ

く
県
立
高
校
が
あ
り
、
行
政
が
生
徒

寮
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
よ
り
選
ん

だ
。整

備
理
由
と
し
て
地
域
の
過
疎

化
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少

に
危
機
感
が
で
た
こ
と
、
地
域
の
大

き
な
財
産
と
し
て
維
持
を
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
行
政
及
び
地
域
が

理
解
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

両
自
治
体
に
お
い
て
共
通
課
題
と

し
て
、
財
源
の
問
題
が
上
が
っ
た
。

本
町
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
で
カ

バ
ー
し
て
お
り
、
政
策
支
援
を
す
る

に
も
財
源
確
保
の
大
事
さ
を
痛
感
し

た
。２

月
２９
日
に
常
任
委
員
会
を
開

催
。
３
月
定
例
会
上
程
予
定
の
議
案

内
容
の
説
明
、
既
事
業
の
進
捗
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

（
主
な
も
の
を
掲
載
）

３
月
１３
日
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
」「
ふ

る
さ
と
応
援
事
業
償
還
基
金
設
置
条

例
の
制
定
」「
高
森
町
次
世
代
定
住

促
進
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
制
定
」

「
熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
魅
力
化

推
進
基
金
設
置
条
例
の
一
部
改
正
」

「
高
森
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」「
令
和
５
年
度
高
森
町
一

般
会
計
補
正
予
算
」「
令
和
６
年
度

高
森
町
一
般
会
計
予
算
」「
令
和
６

年
度
高
森
町
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基

金
特
別
会
計
」以
上
契
約
変
更
１
件
、

条
例
４
件
、
予
算
２
件
、
特
別
会
計

１
件
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明
を

受
け
審
議
し
た
結
果
、
可
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

◎
高
森
町
次
世
代
定
住
促
進
奨
学
資

金
貸
付
条
例
の
制
定

　

 

高
校
３
年
間
、
大
学
４
年
間
の

７
年
間
で
約
３
０
０
万
円
の
貸
付
に

な
る
が
、
10
年
で
の
償
還
計
画
に
つ

い
て
、
及
び
免
除
申
請
の
条
件
で
あ

る
居
住
の
実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　

�

償
還
計
画
に
つ
い
て
は
高
校
、

大
学
を
卒
業
す
る
年
に
返
済
計
画
を

申
請
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
免
除
の
場
合
は
毎
年
度
申

請
を
求
め
、
詳
細
な
報
告
を
も
と
に

居
住
の
実
態
等
し
っ
か
り
把
握
す

る
。

◎
令
和
６
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予

算
　

 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
解
体
工
事
の

内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

�

ナ
イ
タ
ー
設
備
及
び
倉
庫
や

フ
ェ
ン
ス
な
ど
も
解
体
す
る
。
公
共

施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
中
で
、

高
森
高
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
高
森

町
多
目
的
広
場
と
し
て
整
備
、
代
替

施
設
と
し
て
機
能
を
持
た
せ
る
。
整

備
終
了
後
に
解
体
工
事
に
着
手
す
る

予
定
。

◎
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
解
消
事
業

　

 

高
森
駅
前
賑
わ
い
創
出
、
国
鉄

高
森
線
１
０
０
周
年
、
南
阿
蘇
鉄
道

４0
周
年
を
迎
え
る
な
か
で
、
ど
の
よ

う
な
展
開
を
す
る
の
か
。

　

�

昨
年
７
月
～
９
月
は
県
観
光
連

盟
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
上
で
高
森
町
の

お
出
か
け
指
数
が
県
下
で
１
位
だ
っ

た
。
１
年
経
過
し
誘
客
が
落
ち
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
下
支
え
と
し

て
整
備
し
て
い
く
。
周
年
事
業
は
よ

り
多
く
の
人
が
満
足
し
て
頂
け
る
よ

う
な
事
業
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
高
森
駅

Ｂ
工
区
）

３
月
１４
日
特
別
委
員
会
終
了
後
、

担
当
課
と
高
森
駅
Ｂ
工
区
の
進
捗
状

況
並
び
に
追
加
工
事
の
説
明
を
受
け

た
。
追
加
工
事
は
元
々
計
画
し
て
い

た
工
事
の
復
活
分
で
あ
り
、
新
た
な

工
事
で
は
な
く
予
算
範
囲
内
で
追
加

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
現
地
に
て

確
認
し
た
。

そ
の
他
、
各
基
金
よ
り
支
出
し
た

事
業
の
確
認
の
た
め
、
一
覧
表
の
提

出
を
受
け
た
。
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

２
月
２８
日

町
道
天
神
・
月
廻
り
線
用
地
買
収
状

況
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令
和
５

年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
」

「
令
和
５
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
介
護
保
険
・
簡
易
水
道
事
業
・

農
業
用
水
供
給
事
業
）」、「
令
和
６

年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算
」「
令

和
６
年
度
各
特
別
会
計
予
算
（
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
簡
易
水
道
事
業
・
農
業
用

水
供
給
事
業
）」
の
１２
議
案
で
あ
る
。

担
当
課
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
審

議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
可

と
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
】

議
案
第
１８
号　

令
和
５
年
度
高
森

町
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
令
和
５

年
度
の
最
終
補
正
で
あ
り
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
事
業
実
施
に
伴
う
不
用
額

の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ
っ

た
。委

員
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
得
状
況
の
質
問
が
あ
り
、
２
月
末

で
の
取
得
率
は
８０
％
と
の
答
弁
に
対

し
、
残
り
２
割
の
町
民
に
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
支
障
が
な
い
よ
う
要
望

し
た
。

令
和
５
年
度
の
住
民
健
診
率
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
１２
月
末
時
点
で

は
、
５１
・
７
％
で
、
３
月
末
ま
で
個

別
検
診
を
行
う
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
と
同
等
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。新

規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
経
営

開
始
資
金
事
業
補
助
金
で
、
令
和
５

年
度
は
該
当
者
が
な
く
事
業
実
施
が

で
き
な
か
っ
た
と
の
報
告
で
、
委
員

か
ら
は
、
事
業
周
知
を
行
う
と
と
も

に
農
業
活
性
化
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
が
出
さ
れ
た
。

議
案
第
１９
号　

令
和
５
年
度
高
森

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
議
案
第
２０
号　

令
和
５
年
度
高

森
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
、
議
案
第
２１
号　

令
和
５
年

度
高
森
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
、
議
案
第
２２
号　

令
和
５
年
度

高
森
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
、
議
案
第
２３
号　

高
森
町
農

業
用
水
供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
は
、年
度
末
の
最
終
補
正
で
あ
る
。

◎
令
和
６
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
】

議
案
第
２４
号　

令
和
６
年
度
高
森

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
当
初

予
算
概
要
書
で
、「
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
継
承
基
金
」
活
用
事
業
の

１０
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
は
、
昨
年
４
月
に
こ
ど
も

未
来
係
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

も
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
事
業
」
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
令
和

６
年
度
の
事
業
を
行
う
と
な
れ
ば
担

当
者
の
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
。
庁

舎
内
に
お
い
て
十
分
な
検
討
を
さ
れ

た
い
。

〇
ケ
ア
マ
ネ
資
格
取
得
・
継
続
支
援

補
助
金
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
本
来
ケ
ア
マ
ネ
の
募
集
等
は

事
業
所
が
行
う
べ
き
で
は
と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。
人
員
確
保
が
難
し
い

中
で
は
あ
る
が
関
係
機
関
と
の
協
議

を
さ
れ
た
い
。

〇
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
活
用
事

業
の
高
森
町
農
業
師
匠
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
・

事
業
の
目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
事

業
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

〇
橋
梁
の
掛
替
・
補
修
工
事
が
本
格

化
す
る
中
、
道
路
改
修
工
事
や
修
繕

工
事
と
合
わ
せ
十
分
な
検
討
を
さ
れ

た
い
。

議
案
第
２５
号　

令
和
６
年
度
高
森

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、

議
案
第
２６
号　

令
和
６
年
度
高
森
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
、

議
案
第
２７
号　

令
和
６
年
度
高
森
町

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第

２８
号　

令
和
６
年
度
高
森
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
２９

号　

令
和
６
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
令
和

５
年
度
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
予
算
規
模

を
予
定
し
て
い
る
。
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質 問質 問

高
森
駅
周
辺
整
備
の
状
況
と
整
備

完
了
後
の
観
光
振
興
政
策
に
つ
い

て政策推政策推
進課長進課長

南
阿
蘇
鉄
道
全
線
運
転
再
開
か
ら

１
周
年
と
な
る
本
年
７
月
ま
で
に

は
、
全
て
の
周
辺
整
備
が
完
了
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
津
留
源
三
郎
氏
の
頌
徳
碑
は
、

駅
敷
地
内
に
移
設
し
た
。

高
森
駅
周
辺
再
開
発
は
、防
災
の
拠
点
、

町
民
や
学
生
の
集
う
場
所
、
観
光
の
情
報

発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
と
な
る
よ
う
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
交
流
施
設
等
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る
が
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
鉄
道
施
設
に
隣
接
し
て
い
る

た
め
、
南
阿
蘇
鉄
道
や
南
阿
蘇
鉄
道
管
理

機
構
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

全
線
運
転
再
開
後
は
、
高
森
観
光
推
進

機
構
と
連
携
し
て
、
ま
ち
な
か
散
策
マ
ッ

プ
の
作
成
、
駅
弁
販
売
や
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル
等
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
６
年
度
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
者

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
、

認
知
度
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
２
次

交
通
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
実
証
実
験
を
行
う
。

質 問質 問

高
森
峠
の
千
本
桜
の
管
理
と

九
十
九
曲
り
自
然
公
園
全
体
の
整

備
に
つ
い
て

生活環生活環
境課長境課長 

千
本
桜
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
県
民
の
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
事
業
に
よ
り
、
ベ
ン
チ
や
木
柵

等
の
補
修
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
お
花
見
広
場
を
中
心
に
、

桜
や
紅
葉
の
植
樹
、
桜
の
古
木
や
雑
木
の

撤
去
、
テ
ン
グ
ス
病
対
策
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
お
花
見
広
場
以
外
は
、
令
和
７

年
度
以
降
に
順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

政策推政策推
進課長進課長

九
十
九
曲
り
活
用
検
討
委
員
会
か

ら
は
、
年
間
を
通
し
た
に
ぎ
わ
い

の
創
出
と
自
然
環
境
の
保
護
を
基
本
と
す

る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

生活環生活環
境課長境課長�  

千
本
桜
、
九
十
九
曲
り
を
除
く
公

園
全
体
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
景

観
の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

町　長町　長 

高
森
駅
及
び
周
辺
整
備
は
、
全
国

の
多
く
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ

い
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
高

森
駅
を
中
心
と
す
る
観
光
の
振
興
は
、
町

外
の
事
業
者
の
参
入
も
有
効
で
あ
る
が
、

地
元
の
事
業
者
と
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
駅
周
辺
か
ら

町
内
各
地
に
行
く
た
め
の
二
次
交
通
対
策

と
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
も
必
要

と
考
え
る
。

九
十
九
曲
が
り
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

活
用
検
討
委
員
会
か
ら
は
有
意
義
な
提
案

を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
活
動
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
専
門
的
な
知
識
を
も
と
に
、
桜

の
植
栽
や
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
湧
水

ト
ン
ネ
ル
と
一
体
化
し
た
展
開
な
ど
も
検

討
し
た
い
。
千
本
桜
の
復
活
と
と
も
に
、

サ
ク
ラ
ミ
チ
な
ど
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
高
森
町
に
来
ら
れ
る

方
も
多
く
な
る
の
で
、
選
択
と
集
中
に
よ

り
観
光
政
策
を
進
め
た
い
。

佐藤 武文 議員

■ 南阿蘇鉄道高森駅周辺整備と観光振興
■ 九十九曲がり高森自然公園の整備

高森峠千本桜
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質 問質 問

高
森
高
校
へ
の
高
森
中
学
校
及
び

高
森
東
学
園
か
ら
の
進
学
者
数
の

実
績
に
つ
い
て
。

教育委員会教育委員会
事務局長事務局長

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に

お
け
る
高
森
中
学
校
卒
業
生

２
４
５
名
に
対
し
、
高
森
高
校
へ
の
進
学

者
は
３４
名
で
、
率
で
表
す
と
１３
・
９
％
。

高
森
東
学
園
は
卒
業
生
２８
名
に
対
し
、
高

森
高
校
へ
の
進
学
者
は
１６
名
、
率
で
表
す

と
５７
・
１
％
に
な
っ
て
い
る
。

質 問質 問

普
通
科
グ
ロ
ー
カ
ル
探
求
コ
ー
ス

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
「
地
域

み
ら
い
留
学
制
度
」
に
取
組
む
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

教育長教育長 

大
前
提
は
高
校
側
の
全
国
か
ら
生

徒
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
検

討
と
体
制
構
築
、
県
予
算
の
要
件
に
合
致

し
な
い
場
合
、
費
用
負
担
の
あ
り
方
、
高

森
町
で
暮
ら
す
学
生
の
住
環
境
の
整
備
が

し
っ
か
り
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
た
際
に
は
、

十
分
実
施
す
る
価
値
が
あ
る
制
度
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質 問質 問

高
森
町
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
高

森
町
立
学
校
の
生
徒
が
高
森
高
校

へ
進
学
す
る
際
の
支
援
は
あ
る
か
。

教育委員会教育委員会
事務局長事務局長

高
森
高
校
に
対
し
、
高
森
高
等
学

校
就
学
支
援
事
業
助
成
金
と
し
て

毎
年
１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て

お
り
、
高
森
高
校
を
通
じ
て
生
徒
の
入
学

金
と
教
科
書
代
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質 問質 問

高
森
東
学
園
校
区
の
生
徒
が
高
森

高
校
へ
進
学
す
る
際
、
通
学
に
必

要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
公
共
交
通
機
関

が
な
い
た
め
に
保
護
者
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
新
た
な
支

援
策
は
な
い
か
。

町　長町　長

高
森
東
学
園
の
半
数
以
上
の
生
徒

が
高
森
高
校
へ
進
学
し
て
お
り
、

通
学
方
法
に
つ
い
て
、
一
部
の
生
徒
は
原

付
バ
イ
ク
で
通
学
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

は
保
護
者
の
自
家
用
車
に
よ
る
送
迎
で
あ

る
。
高
森
町
山
間
地
域
課
題
検
討
委
員
会

で
、
課
題
に
つ
い
て
対
策
を
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
、
高
森
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒

を
送
迎
す
る
保
護
者
に
対
し
、
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
の
検
討
結
果
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
教
育
委
員
会
事
務
局
で
、
必
要

支
援
ス
キ
ー
ム
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
さ

せ
、
野
尻
草
部
地
区
が
抱
え
る
課
題
解
決

の
一
環
と
し
て
確
実
に
施
策
化
し
高
森
東

学
園
校
区
の
生
徒
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
た
い
。

質 問質 問

高
森
町
立
学
校
か
ら
高
森
高
校
へ

の
進
学
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
、

新
た
な
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
。

町　長町　長

子
供
の
数
の
絶
対
数
の
減
少
と
、

人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
の
進
行

で
、
郡
部
か
ら
熊
本
市
内
の
普
通
高
校
へ

生
徒
が
流
れ
て
い
る
。
国
が
進
め
て
い
る

子
育
て
支
援
の
一
環
で
、
高
校
の
授
業
料

の
無
償
化
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
多

く
の
生
徒
の
進
学
マ
イ
ン
ド
が
私
立
高
校

へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
高
森

次
世
代
定
住
促
進
奨
学
資
金
貸
付
条
例
案
、

大
学
等
へ
の
進
学
の
み
な
ら
ず
、
高
校
へ

進
学
す
る
際
に
利
用
可
能
な
新
た
な
奨
学

資
金
制
度
を
従
来
の
制
度
に
金
額
面
、
返

還
措
置
を
拡
充
し
提
案
し
て
い
る
。

児玉 幸之助 議員

■ 地域みらい留学
■  高森東学園校区から高森高校へ進学する場合の 

支援制度創設

高森東学園義務教育学校
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主要事業等

国・県補助活用事業
介護基盤緊急整備特別対策事業補助金介護基盤緊急整備特別対策事業補助金

●県補助金を活用して、介護予防拠点としての公民館改修を行います。
※令和5年度の事業として5箇所の採択について内示済み。本町の申請事業は「全て採択」。

　（永野原公民館、下山公民館、今村公民館、上玉来公民館、河地公民館）

※整備後の活用については、週1回の通いの場（介護予防活動）を住民主体で実施。

　⇒いきいき百歳体操、ボッチャ、UD-eスポーツなど

※理学療法士による体力測定及びリモート結果説明
事業費 補助額 一般財源

4,437万円 4,437万円 0円

令和6年　第1回臨時会

令和6年　第2回臨時会

議案2件を審議し、原案のとおり可決した。議案2件を審議し、原案のとおり可決した。

議案1件を審議し、原案のとおり可決した。議案1件を審議し、原案のとおり可決した。

（令和６年１月17日）

（令和６年２月19日）

令和５年度一般会計補正予算（第6号）

令和５年度一般会計補正予算（第7号）

予算総額　88億8,039万3千円

予算総額　89億7,562万6千円

22億億187187万万33千千円円を追加を追加

9,5239,523万万33千千円円を追加を追加

議案番号 件　　　　名

議案第1号
不動産の取得について
高森高校第2グラウンド（野球グラウンド他）を高森町多目的広場用地として取得する
ことを可決した。
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昭和39年生まれで60歳の還暦を迎えます。現在、妻と二人暮らしで、

朝早くから勤務先の大津まで通勤する毎日です。

あまり趣味といった趣味はない私ですが、暇をみてはバイクを走らせる

ことが何よりの楽しみとなっています。バイクで他町村を走っていますと、

その町・その村の新たな発見をすることができます。高森にお越しの観光

客も同じような気持ちでここ高森にお越しのことでしょう。今高森町は、

熊本地震からの創造的復興で高森駅の新駅が昨年完成し、本年度は隣接す

る交流施設等が完成するとのことであります。この完成を期に、高森町が

掲げる「観光立町の町」にふさわしい取り組みに期待します。

昼間のほとんどが仕事で他町村にいますが、高森町のことはよく耳にし

ます。特に、子どもに特化した事業は子育て中の保護者にとって、何より

の支援策と思います。この4月、私にとって二人目となる孫が誕生し、娘夫婦もありがたい取り

組みにさぞかし感謝していることだと思います。私ももう少し頑張って、孫たちの成長を応援し

ていきたいと思っております。

私たちが政治にかかわることは直接的にはあまりないと思いますが、選挙に行くということは

私たちができる政治参加のひとつだと思っています。議員各位の頑張りに期待します。

3年前まで地域おこし協力隊として南阿蘇鉄道に勤めておりましたご縁

で、3月16日よりトロッコ列車の車掌として乗務させていただいておりま

す。

車掌さんの仕事は幼い頃からの夢でした。今は自営業も営んでおります

が、久しぶりに列車乗務員をさせていただきとても嬉しく、毎日楽しく乗

務をさせていただいております。

全線が復旧し、間もなく一年が経ちますが、これからが本当の正念場です。

思っているのは、いま列車をご利用のお客さまは、残念ながら半数以上

が高森に着いたら直ぐに折り返しの列車で帰ってしまわれています。とて

ももったいない！やるべきは、人気のトロッコ列車を最大限に活かした高

森の観光振興です。まずは、駅周辺の観光コンテンツの開拓が必要です。

そういう意味では、駅の終点に作られているラウンジ館をどう使うかが今後のカギになると思い

ます。「高森にトロッコ列車で遊びに行けば、いつも駅周辺で何か楽しいことをやっている♪」

というようなイメージを作れば、自然と高森での滞在時間も増え、経済も活性化すると思います。

南阿蘇鉄道は沿線住民の皆様に心から愛されている鉄道だということを、列車に手を振って下

さる方々にお応えする度に身をもって感じています。国鉄時代、廃止が決まった高森線を残して

いただいた先輩方の情熱を胸に、また震災による2度目の危機を乗り越えて復活した南鉄を、記

憶に残るような楽しい列車の旅をご提供しながら守って参りたいと考えております。

南阿蘇鉄道は、きっと日本でいちばん幸せな鉄道会社です。頑張ります♪

相馬 勝也さん
（高森・昭和北）

田中 亮介さん
（高森・下町）
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議　　長　牛嶋津世志（発行責任者）

委 員 長　後藤　　巌

副委員長　児玉幸之助

委　　員　白石　豊和

委　　員　武田　栄喜

新たな年度がスタートいたしま

した。これからの高森町は新緑が

美しく、気候も過ごしやすい季節です。編集にご協力い

ただいた皆様に心から感謝申し上げますとともに、これ

からもより良い広報誌をお届けできるよう、努めてまい

りますので、引き続きご支援・ご愛読のほど、よろしく

お願い申し上げます。� 白石�豊和

期　日 内　容 場所

1月

3日（水） 高森町二十歳の集い 高森町

7日（日） 高森町消防出初式 高森町

23日（火） 第2回町村議会議員研修会（Zoom） 高森町

2月

�4日（日） 立野ダム試験湛水視察 南阿蘇村

5日（月）～6日（火） 総務文教常任委員会視察研修 鹿児島県・宮崎県

14日（水） 後期高齢者医療広域連合全員協議会及び定例会 熊本市

17日（土） 立野ダム完成式及び祝賀会 南阿蘇村

22日（木） 熊本県町村議長会第74回定期総会及び懇親会 熊本市

27日（水） 高森町飲食店組合総会・懇親会 高森町

2月5日、6日、鹿児島県薩摩市、宮崎県えびの市で行政視察研修

総務文教常任委員会の視察研修は、教育委員会事務局同行で、将来にわたり地域に高校教育

機関を存続することを目的に、現在全国で展開されている「地域みらい留学制度」の実施につ

いて高森町で検討できないかという点にテーマをおいた研修を行いました。

視察した鹿児島県立薩摩中央高等学校は、「地域みらい留学365」による生徒が1名、もう

1校の宮崎県立飯野高等学校では、令和2年度から5年度までに25人が留学制度で入学し、

来春の新入生も10人程度留学希望があるとのことでした。

「地域みらい留学制度」への取り組みについて、関係者と情報を共有し、地元中学生の進路

指導への取り組み、若者を通じた地域活性化に繋がると思いました。

最後に、今回の行政及び高校の視察研修に参加し、高森町の検討課題克服を目標に、委員会

と担当課で協議をしていきたいと思います。
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